
ダイセキグループの事業概況

再生燃料による化石燃料の代替

リサイクルによるサーキュラーエコノミーへの貢献

ダイセキは補助燃料や再生重油などの再生燃料へのリサイクルを行っています。補助燃料は石炭の代替として、再生重油はA
重油の代替として主に使用されています。再生燃料を使うことで、化石燃料の消費量を削減できます。

ダイセキは金属や天然資源の代替となる様々なリサイクル製品を製造販売することでサーキュラーエコノミーの推進に貢献し
ています。

ダイセキグループの2023年度における主なリサイクル資源の出荷量
リサイクル資源 2023年度の出荷量 代替となる天然資源

セメント原料 60.0万t 石灰石

有用金属等 1.0万t 金属資源、薬剤　等

再生鉛 1.2万t 鉛

石膏ボード原料 9.3万t 石膏

紙原料 3.6万t 紙

有用金属等セメント原料 再生鉛 石膏ボード原料 紙原料

化石燃料
を使用する場合

再生燃料
を使用する場合

A重油�約3.8万t
石炭�約12.7万t

を消費

化石燃料消費量 非化石エネルギー�
としての取扱いの可否

※1�省エネ法では化石エネルギーから非化石エネルギーへの転換が求められている
※2�現在免税されている業種で使用される化石燃料の分を含む
（注）2023年度のダイセキの再生燃料の販売実績より算出しています。

石油石炭税

化石燃料の
消費なし

省エネ法に基づく
非化石エネルギー※1

に非該当

省エネ法に基づく
非化石エネルギー※1

に該当

約2.8億円※2

(重油と石炭の合計)

課税対象外
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